
2. 土セ尾 の多く|ょ 、)額 や〕胡 lt〕灸久ミんた・、れき、石4ケ、〕尾 力、々たしl条11
くり堪星して フくら大る。

(|) kき 、τ′ア、ラ/cの ■・さ力|・ F幻 する〕欠の文のEIコ tt λろ退ltη な言ワ句

t ttt+1さ いo

也セ在の先てヵv、 長ぃ打局のP品 に、気ガ生のなイヒ々 周司,k ttλ プの
■ヽたら寺t■ ょり、もう<チユろことt l  l ytiИ 、 ころくだ)た なるう〉 

｀

)k水 によ,マ lナ す
いうス.小 t.τタ タ准 ハちできる。           .、

(風 イと リ
(2))可 )!|ガ ゾのフし )気 体によ,て )り ヽ魂月 l・ 遅争資t傲 ろ、久き、乃シ、

したのたし14気 に隕 する支ヒし■適 t"rもの■.ルゆ ア～ ■から
lヮ で、・ ",そ の名毛t tt tサ・れ、

.

ア 拓′ア、 )尾 t ♭ヒヾ ると.■ケの方が ′たの中′■〕究多itく 、1.

イ、世 の 大き、1小 黛 ほピ 斧に近い T`な ノミたしl雑 しゃサ:1.

ウ.π・7ャ )る の十tt,4贅 ハ1 てかにサよ召説アタl・ .〕集し,イ心ヵぃく″tな 。

■、 た、1う、した 体tヵ、口 ■,■ ででた 姥る のポたの″夕くだ
1

伯 喘 ■日ら.

Q)、 ―tセ 象の発石うゝ 2 ti年 月のF品 に、気■のなイしや
雨 Jく すょtり はたらき|ヽ ょりtgく 像ぅことt鷹レヒ、ぃぅ。

い 一ヽデ笠の大ttは  人t〉 zヶ 〉〕層セなってデリ、ギLの

まt、 1小 tl■ っ水:・ りLt｀ のメνI江 、:ため,冷 i・ 逹い
71に ■‐:4■ しゃすい。
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